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　単体の自己資本比率は、当期純利益を22億円計上した
ことで自己資本額（分子）が増加した一方で、貸出金残高の
増加に伴いリスクアセット（分母）が増加したことなどから、
平成28年3月末比0.21ポイント低下の8.92％となりました。

自己資本比率の状況

　貸出金残高は、中小企業を含む事業性融資が増加
したことなどから、平成28年3月末比24億80百万
円増加の1兆271億92百万円となりました。

貸出金の状況

　預金残高は、法人預金は増加したものの個人預金が
減少したことから、平成28年3月末比180億52百万
円減少の1兆2,957億65百万円となりました。

預金（譲渡性預金を含む）の状況

　預かり資産残高は、安定志向にあるお客さまニーズ
への対応により生命保険残高が増加したことなど
から、平成28年3月末比108億77百万円増加の2,031
億91百万円となりました。

預かり資産の状況

金融再生法開示債権の状況

コア業務純益■ 「業務純益」から「一般貸倒引当金繰入額」と「国債等債券損益」を除いたものです。分かりやすく言えば、資金運用収益と調達費用の差額で
ある資金運用収支と、送金手数料等の手数料収支から、営業経費を引いた、いわゆる銀行本業部分の収支のことを指します。

経 常 利 益
当期純利益

■
■

「業務純益」から「株式売買損益」や「個別貸倒引当金繰入額」などの臨時損益を加減した利益を指します。
「経常利益」に「特別利益」と「特別損失」、そして法人税等の税金を加減した利益を指します。

用語解説

（単位：億円）
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金融再生法開示債権残高（左目盛） 総与信に占める割合（右目盛）

（単位：％）

金融再生法開示債権残高および総与信に占める割合

（単位：億円）

（単位：億円）
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（単位：％）（単位：百万円）
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（単位：百万円）

平成29年
3月期

当期純利益経常利益

自己資本額（左目盛） 消費者ローン
地公体向け貸出 その他
中小企業向け貸出

法人預金 公金預金 投資信託 公共債 生命保険個人預金
（単位：百万円）

平成28年
3月期

※金額は単位未満を切り捨てて表示して
　おります。

自己資本比率（右目盛）

1,506

1,292

2,436

5,012

2,976

9,454

388
1,874

1,471

349
53

3,059

平成28年
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4,548
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3月期

5,531

10,247
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3月末

1,122
1,165

2,483

5,035

9,806

2,737

2,124

平成27年
3月期

3,392

2,337

12,881

　経常利益は前年同期比5億77百万円減少の21億
59百万円、当期純利益は前年同期比76百万円増加
の22億円となりました。

経常利益・当期純利益の状況

　銀行の本業の収益力を表すコア業務純益は、資金
利益が減少したことなどから、前年同期比14億88
百万円減少の30億59百万円（増減率△32.7％）と
なりました。

コア業務純益の状況
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 　金融再生法に基づく開示債権の残高は、平成28
年3月末比33億72百万円減少の193億47百万円と
なりました。
   総与信額に占める割合は、平成28年3月末比0.33
ポイント低下し1.85％となりました。

平成28年
3月末

9.13

64,049

業績ハイライト（単体） きらやか銀行
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261
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3.67
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平成28年
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6,353
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平成29年
3月末

9.85 9.51

46,032
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3月末

44,114

平成29年
3月期

2,511

平成28年
3月期

3,164

平成29年
3月期

2,878
2,634

平成28年
3月期

2,431
2,115

経常利益・当期純利益の状況コア業務純益の状況

自己資本比率の状況 貸出金の状況

預金（譲渡性預金を含む）の状況 預かり資産の状況

金融再生法開示債権の状況

■ ■
■

用語解説

　経常利益は、前年同期比4億46百万円増加の28
億78百万円、当期純利益は、前年同期比5億19百
万円増加の26億34百万円となりました。

　銀行の本業の収益力を表すコア業務純益は、役務
取引等利益の減少に加え、経費の増加などから、前年
同期比6億53百万円減少の25億11百万円（増減率
△20.6％）となりました。

　自己資本比率は、当期純利益を26億34百万円計上した
ことで自己資本額（分子）が増加した一方で、貸出金残高の
増加に伴いリスクアセット（分母）が増加したことなどから、
平成28年3月末比0.34ポイント低下の9.51％となりました。

　貸出金残高は、本業支援を通じてお客さまの資金需要へ
積極的に対応し、中小企業向け貸出や住宅ローン、個人
ローンが増加したことから、平成28年3月末比193億75
百万円増加の6,725億62百万円となりました。

　預金残高は、個人・法人・公金預金のすべてが
増加し、平成28年3月末比379億70百万円増加の
1兆702億円となりました。

　預かり資産残高は、お客さまの資産運用ニーズへの
対応により、生命保険残高が増加したことなどから、
平成28年3月末比108億3百万円増加の1,013億32
百万円となりました。

　金融再生法に基づく開示債権の残高は、リスク
管理債権の回収等により、平成28年3月末比13億
83百万円減少の248億12百万円となりました。総与
信額に占める割合は、平成28年3月末比0.31ポイント
低下の3.67％となりました。

（単位：百万円）

平成27年
3月期

2,989

当期純利益経常利益
（単位：百万円）

コア業務純益 「業務純益」から「一般貸倒引当金繰入額」と「国債等債券損益」を除いたものです。分かりやすく言えば、資金運用収益と調達費用の差額で
ある資金運用収支と、送金手数料等の手数料収支から、営業経費を引いた、いわゆる銀行本業部分の収支のことを指します。

経 常 利 益
当期純利益

「業務純益」から「株式売買損益」や「個別貸倒引当金繰入額」などの臨時損益を加減した利益を指します。
「経常利益」に「特別利益」と「特別損失」、そして法人税等の税金を加減した利益を指します。

※金額は単位未満を切り捨てて表示して
　おります。
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金融再生法開示債権残高（左目盛） 総与信に占める割合（右目盛）

（単位：％）

金融再生法開示債権残高および総与信に占める割合
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業績ハイライト（単体） 仙台銀行
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